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 ２０２０年が皆さん

にとって素晴らしい一年

となることを祈念してお

ります。 

 私も本年、２月１５日

で ６ ９ 歳 を 迎 え 、 数 え 

７０歳、「古稀
こ き

」という

年齢に達します。古稀と

日本視覚障害者団体連合のシンボルマーク 
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年頭のご挨拶 会長 竹下
たけした

義樹
よ し き

 

 

【写真】竹下義樹会長 
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いうのは、中国の詩人の杜
と

甫
ほ

が「古来稀
まれ

なり」という

ことで、７０歳の祝いをしたことから始まったようで

す。要するに、その時代には７０歳に達するというの

は長寿であって、それをお祝いしたようです。 

しかし、最近の日本において長寿は当たり前になっ

てきて、「１００歳を人生の区切りとする」という流

れが作られようとしているくらいですから、７０歳と

いうのは長寿というよりも、まだ人生の半ばというこ

とになるのかもしれません。そういう意味では、この

新年にあたって、私自身も高齢化したというよりは、

まだまだ自分のエネルギーを燃やし続ける一年であり

たいと思っています。 

この２０２０年は日視連にとっても、新しい名称の

もとで迎える新年となりました。新しい名称のもとで

どのような活動をするかが大きな課題です。単に名称

を変えたからそれでおしまいではなく、日本視覚障害

者団体連合という名称にふさわしい活動として、これ

までの活動で何が足りていないのか、これまでの活動

をさらに強化すべきものは当然あるとしても、新しい

ものとして、どういう分野のどういう視点の活動が必
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要であるかを考える一年にしてみたいと思っておりま

す。 

２０２０年は、東京オリンピック・パラリンピック

競技大会が開催されます。スポーツという分野におい

て、視覚障害者がさらに社会参加の大きなきっかけと

なることが取り組みの柱となるのかもしれません。ぜ

ひとも、たくさんの方々がスポーツに参加し、自分の

健康維持と交流の場が広がることを期待したいと思っ

ております。本年は皆さんにとって、健康と生活の充

実が得られる年になると同時に、日視連がさらに大き

な飛躍の年となるよう、皆さんと共に作ることが必要

です。 

本 年 の ６ 月 に 宮 城 県 仙 台 市 で 開 催 さ れ る 大 会 は 、

「全国視覚障害者福祉大会」という名称で開催される

最初の大会となります。その点でも大会の内容を少し

変えようと思っております。これまでの議論の仕方を

より深めるために、各分野ごとの議論が充実したもの

になるような代表者会議での会議の持ち方を検討して

おります。さらには、弱視問題を一つの柱としたシン

ポ ジ ウ ム あ る い は セ ミ ナ ー も 計 画 し て お り ま す 。  
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当然、東日本大震災によって、大きな被害を受けた宮

城県で開催するわけですから、災害に対する問題もそ

の取り上げる柱の一つになります。それらの一つひと

つの課題が、今後の活動の柱ともなるでしょうし、あ

る い は 新 し い 活 動 の き っ か け に な る の か も しれ ませ

ん。ぜひとも、宮城大会で、皆さんとお会いすること

を楽しみにしながら、私の新年の挨拶とさせていただ

きます。 

 

 

 謹賀新年。皆様におかれまして

は、令和元号の初春を健やかでお

迎えになられたこととお喜び申し

上げます。昨年中は、公私共々大

変お世話になりました。本年も昨

年同様ご指導ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。昨年は、

台風１５号と台風１９号の豪雨災害に見舞われた年で

した。本年こそ穏やかな１年であることを皆様方と共

に念じております。 

年頭のご挨拶 副会長 及川
おいかわ

清隆
きよたか

 
 

【写真】及川清隆副会長 
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 本年の私の抱負ですが、大きく三つあります。一つ

目は、本連合加盟団体支援プロジェクト委員として組

織強化を少しでも、推進すること。二つ目は、仙台地

裁で結審した｢あはき１９条違憲訴訟｣で、国の勝訴支

援に向けて、関係団体と全力を挙げて勝訴を勝ち取る

ことです。三つ目は、視覚障害者教育と福祉サービス

の谷間となっている重複視覚障害者（児）社会自立支

援環境構築の具現化に向けて活動できればと考えてお

ります。私自身のことでは、この三年間具現化できず

にいる趣味活動をしたいと考えております。特に、ア

マ チ ュ ア 無 線 と 体 力 強 化 を し な け れ ば と 思 って いま

す。 

 本年も、微力ではありますが竹下会長を支えながら

各理事と一体となって活動ができればと考えておりま

す。結びに、各団体の益々の発展と読者の皆様方の、

本年のご多幸を祈念申し上げ年頭に当たっての挨拶と

させていただきます。 
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令和初の新春を迎え、加盟団体

の皆様におかれましては、穏やか

に年明けの日々をお過ごしのこと

と思います。昨年は、本連合も改

名という大きな節目の年になりま

した。 

７０年間の歩みを重ねる間に 

時 代 の 背 景 も 徐 々 に 変 化 し 、 組 織 体 制 ま た 活動 内容

も、その時々のニーズに合わせ調整変革を推進する必

要性を感じます。しかし、その根底にある組織設立時

の理念は全く変わるものではないと確信します。諸先

輩のご尽力に感謝し、次世代に確実に継承することこ

そ私達の責務と考えます。 

視覚障害者にとっての様々な問題点、例えば移動に

関すること。更に就労問題、また子育て等日常生活に

おける相談等々。国・地方行政または本連合内部でそ

れ ぞ れ 設 立 さ れ て い る 多 数 の 検 討 会 ・ 審 議 会の 内容

が、どれだけ当事者の現状に反映されているのかの検

年頭のご挨拶 副会長 近
こん

藤久
どうひさ

江
え

 
 

【写真】近藤久江副会長 
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証が必要と思われます。また、昨年は私達の念願とし

ていた「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関す

る法律」いわゆる「読書バリアフリー法」が成立し、

全国点字図書館等への新たな予算配分が成されること

になりました。それが今後の改善への足がかりになる

ことを願うばかりです。 

この原稿を送信した後に、あんま師等法１９条裁判

東京地裁の判決が出たことと思われます。今後も私達

は職域を守るために、全国の会員が力を合わせ一丸と

なって邁進
まいしん

出来ることを祈念し、念頭のご挨拶といた

します。 

 

 

 謹んで新年のご挨拶を申し上げ

ます。まず初めに、昨年の豪雨・

台 風 に よ っ て 被 災 さ れ た 皆 様 が 

１日も早く平穏な生活を取り戻さ

れますことを心よりお祈り申し上

げます。そして、本年は大きな自

然災害が起こらないことを切に願

年頭のご挨拶 副会長 野口
の ぐ ち

豊
ゆたか

 
 

【写真】野口豊副会長 
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うばかりです。 

 さて、昨年１０月１日、日本盲人会連合は「日本視

覚障害者団体連合」と名称変更を行い、略称も「日視

連」となり新たにスタートいたしました。今年６月に

は、新しい名称で宮城県において「第７３回全国視覚

障害者福祉大会」が開催されます。全国の皆様と種々

の課題について協議し、福祉の増進と生活の質の向上

に向けて活動するための運動方針を審議することにな

るでしょう。 

 私たちを取り巻く環境は、情報保障、交通機関にお

ける安全対策、同行援護の利用の格差の是正、弱視者

対 策 、 そ し て 組 織 の 強 化 等 多 く の 課 題 を 抱 えて いま

す 。 こ れ ら の 課 題 を 一 つ で も 解 決 す る た め 、「 日視

連」は日々取り組んでいます。 

 いよいよ、東京オリンピック・パラリンピック競技

大会の年です。障害に対する社会の関心が高まってい

る今、加盟団体との強い連携で共生社会の実現に向け

て頑張ってまいりましょう。  

 最後になりましたが、皆さまのご健勝とご多幸をお

祈り申し上げます。 
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 ｢令和｣の始めとなります今回の演奏会は、我々の｢筝
こと

や三弦
さんげん

｣の源流でもあります｢薩摩
さ つ ま

盲
もう

僧
そう

琵琶
び わ

｣発祥の地・

鹿 児 島 で 、 ９ 月 ２ ８ 日 、 １ ３ 時 か ら １ ６ 時 ３０ 分の 

３時間半、かごしま県民交流センター県民ホールで、

５９０席の会場に満員のお客様を迎え、古典曲から現

代作品までバラエティーに富んだ内容を披露すること

ができました。 

 例年全国各地の会員を中心に、地域の視覚障害者協

会のご支援ご協力を賜り、舞台挨拶などを願うのです

が、今回、５７年目にして初めて、鹿児島県視覚障害

者団体連合会の小山
お や ま

義方
よしかた

会長には、演奏でも舞台に華

を添えていただきました。全１３曲の終盤近い「春の

海」に筝の澤村
さわむら

祐司
ゆ う じ

氏とヴァイオリンで共演。この曲

は宮城
み や ぎ

道雄
み ち お

が昭和７年にフランスのヴァイオリニスト 

ルネ・シュメーと演奏し、世界的な名声を得た作品な

第５７回 全国邦楽演奏会 

第５８回 音楽家協議会福祉大会 
開催のご報告と御礼  

  日視連音楽家協議会会長 富田清邦
とみたせいほう
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のですが、毎年日本のお正月には必ずといっていいほ

ど流れる曲なので、会場のお客様にも馴染
な じ

み深かった

のか拍手
はくしゅ

喝采
かっさい

でした。 

 翌２９日の福祉大会は、１０時よりホテルレクスト

ン鹿児島で開催。一部式典、二部は事務連絡や熱のこ

も っ た 意 見 交 換 が 行 わ れ 、 最 後 に 鹿 児 島 地 方独 特の

竹製
たけせい

無簧
む こ う

の縦笛「天
てん

吹
ぷく

」の奏者 白尾國
し ら お く に

英
ひで

氏の演奏と歴

史的な話を伺い閉会となりました。 

 大変充実した２日間の鹿児島大会でしたが、今回、

実行委員長を務められました益山
ますやま

知子
と も こ

氏をはじめ鹿児

島県視覚障害者団体連合会の皆々様には、心より厚く

御礼申しあげます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 
【写真】ヴァイオリンと筝で「春の海」を演奏し共演した鹿児島県視覚障害者団体連合会 

小山
おやま

義 方
よしかた

会長（右）と生田
い く た

流筝曲家 澤 村
さわむら

祐司
ゆうじ

氏（左） 
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１２月１６日、平成医療学園グループの横浜医療専

門学校が、あん摩師等法１９条を違憲とする訴訟を国

に対して起こした裁判について、東京地裁 古田
ふ る た

孝夫
た か お

裁

判長より判決が言い渡されました。判決内容は、１９

条 は 合 憲 で あ る こ と か ら 原 告 の 訴 え を 棄 却 する こと

と、裁判費用は原告が負担することの２点でした。判

決 を 受 け 、 同 月 ２ ６ 日 、 原 告 が 控 訴 し ま し た 。

 

東京地裁判決を終えて…  

判決後、東京地裁２階記者会見室にて記者会見が開

かれました。会見には、あん摩師等法１９条連絡会 竹

｢あはき１９条違憲訴訟｣ 

東京地裁判決 

【写真】東京地裁前には傍聴券を求め多くの人が並んだ 
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下義樹代表をはじめ関係者が出席しました。主要な報

道機関も詰めかけており、関心の高さが伺えました。 

また、記者会見に並行し、東京地裁前で集会が行わ

れました。集会には、日視連・日本あん摩マッサージ

指圧師会・全日本鍼灸マッサージ師会・日本理療科教

員連盟・全日本視覚障害者協議会等の当事者・支援者

が集まりました。集会で竹下代表は、１６回におよぶ

弁 論 で 毎 回 傍 聴 席 を 一 杯 に

し た こ と や 何 万 と い う 声 を

裁 判 所 に 届 け た こ と が 判 決

に つ な が っ た と 評 価 し 、 私

た ち の 願 い を 裁 判 所 が 受 け

止 め た と い う 事 実 は 、 あ ん

摩 鍼 灸
はりきゅう

という職業における

秩序的な発展、視覚障害者が 

自立し、社会に貢献していきたいという思いを地裁が

受け止めたものと確信していると感想を述べました。

集会の最後には、残る大阪地裁、仙台地裁での国の完

全勝訴に向け、参加者全員が決意を新たに地裁前で声

を高らかに上げました。 

【写真】 

集会で感想を述べるあん摩師等法 

１９条連絡会 竹下義樹代表 
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大 阪 地 裁 の 判 決 は ２ 月 ２ ５ 日 １ ５ 時 よ り 大 阪 地 裁 

２０２号法廷で、仙台地裁の判決は４月２７日１５時

より仙台地裁１０１号法廷で行われます。 

あん摩師等法１９条連絡会より声明発表  

東京地裁の判決を受け、あん摩師等法１９条連絡会

により声明が発出されました。声明文全文は、日視連

ホームページでみることができます。 

「あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師等に関

する法律１９条訴訟における東京地方裁判所判決に対

する声明」（http://nichimou.org/notice/191216-

jouhou-3/） 

【写真】東京地裁前で「１９条を守るために、共に頑張ろう！」との掛け声に合わせ、声を上げ

る集会参加者 
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 １１月９～１０日、兵庫県加古川市の加古川まちづ

くりセンターを会場に、日視連及び兵庫県視覚障害者

福祉協会主催による「第４３回全国盲人将棋大会」が

開催されました。本大会では、日本将棋連盟より淡路
あ わ じ

仁
ひと

茂
しげ

九段が審判長を務め、日本将棋連盟関西本部兵庫

県支部ならびに神戸学院大学将棋部等の学生ボランテ

ィアの方々が審判員を務めました。 

 開会式では、兵庫県視覚障害者福祉協会田中
た な か

環
たまき

会長

から「“棋士のまち 加古川市”で開催できることを喜

ぶとともに、選手の皆さまは日ごろの特訓の成果を思

 
第４３回 全国盲人将棋大会 
棋士のまち 兵庫県加古川市で開催 

【写真】兵庫県視覚障害者福祉協会田中環会長より A 級優勝カップを受け取る荒川
あらかわ

光晴
みつはる

さん 
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う存分発揮し、２日間を楽しんでください」とエール

が送られました。会場では、全国から集まった視覚障

害を有する将棋愛好者による熱戦が繰り広げられまし

た。 

 閉会式で淡路審判長は、「選手の皆さまが対局を楽

しんでいる姿を見て、嬉しくなるとともにいずれの対

局も白熱した戦いで棋力
きりょく

も相当高いレベルである」と

評されました。各級の入賞者は次の通り（敬称略）。 

 

第４３回 全国盲人将棋大会 in 加古川 入賞者 

 

Ｓ級 優 勝 山下
やました

幸四郎
こ う し ろ う

さん（岡山県） 

Ａ級 優 勝 荒川
あらかわ

光晴
みつはる

さん（秋田県）  
準優勝 小林

こばやし

剛
つよし

さん（長崎県） 

第３位 長谷川智也
は せ が わ と も や

さん（愛知県） 

Ｂ級 優 勝 栗木
く り き

寿
ひさ

章
あき

さん（名古屋市） 

準優勝 石黒知頼
いしぐろともより

さん（新潟県） 

第３位 吉岡
よしおか

知
とも

輝
き

さん（京都府） 

Ｃ級 優 勝 仲野
な か の

明治
あきはる

さん（千葉県） 

   準優勝 西村徹也
に し む ら て つ や

さん（兵庫県） 

   第３位 古川
ふるかわ

泰
やす

浩
ひろ

さん（兵庫県） 
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交流戦優勝 Ａブロック 岸本
きしもと

昇
のぼる

さん（兵庫県） 

      Ｂブロック 大川
おおかわ

旭
あきら

さん（福岡市） 

 

 

 

１１月１日、日視連主催による「第４５回全国盲人

文芸大会」の入選者が発表されました。今回は全国か

ら 俳 句 ４ ４ 名 １ ２ ８ 句 、 短 歌 ４ ８ 名 １ ４ １ 首、 川柳 

６２名１８０句、随想・随筆１４名１４編の作品が寄

せられました。各部門の第１位から第３位までの入賞

者は次の通り（敬称略）。 

 

第４５回 全国盲人文芸大会入賞者 

 

俳句の部  第１位 田中
た な か

孝
たか

志
し

さん（東京都） 

第２位 菊池
き く ち

宰
ただ

識
のり

さん（愛媛県） 

第３位 日
ひ

谷
だに

寛
ひろし

さん（広島県） 

短歌の部  第１位 松本
まつもと

隆子
た か こ

さん（兵庫県） 

第２位 久保田
く ぼ た

嘉
よし

博
ひろ

さん（大分県） 

第３位 齋藤
さいとう

ひろみさん（新潟県） 

第４５回全国盲人文芸大会 

入選者が決まる！！ 

16



 

 

令和２年 １月２５日            愛 盲 時 報             第２６５号 

川柳の部  第１位 奥野
お く の

幸子
さ ち こ

さん（和歌山県） 

第２位 藤岡
ふじおか

健次
け ん じ

さん（愛媛県） 

第３位 丸田
ま る た

千恵子
ち え こ

さん（新潟県）   

随想・随筆の部  第１位 村上
むらかみ

暁子
あ き こ

さん（長崎県） 

第２位 長澤
ながさわ

壯
たかし

さん（神奈川県） 

第３位 武 内
たけのうち

美津子
み つ こ

さん（大阪府） 

この度、社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合の施

設である「日本盲人福祉センター」が団体名変更にと

もない名称変更になりました。変更後の名称は、「日

本視覚障害者センター」となります。なお、住所、電

話番号等に変更はありません。 

１月７日、１４日の両日、日視連役員が、新年挨拶

のため、衆議院・参議院の議員会館を訪問しました。 

 日視連顧問 衛藤
え と う

晟一
せいいち

内閣府特命担当大臣や日視連女

日視連が新春挨拶のため議員会館を訪問 

日視連 センター名変更のお知らせ 
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性協議会顧問の髙階
たかがい

恵美子
え み こ

参議院議員・石田
い し だ

昌宏
まさひろ

参議

院議員をはじめとする衆参議員の各事務室を訪ね、昨

年１年間の本連合の運動へのご助力について感謝の意

を伝えました。 

 
 

また１月１５日、竹下
たけした

義樹
よ し き

会長と三宅
み や け

隆
たかし

情報部長が

厚生労働省の大臣室を訪問し、加藤
か と う

勝
かつ

信
のぶ

厚生労働大臣

と面談を行いました。こちらについては、次号（４月

発行 第26６号）で詳しくご報告する予定です。 

 

【写真】石田昌宏参議院議員（中央）とともに微笑む竹下義樹会長（右）、三宅隆情報部長（左） 
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【目的】食材王国・温泉の街・仙台七夕・ミヤギノハ

ギの花咲く、ここ宮城県に全国各地から視覚障害当

事者・家族・関係者が一堂に会し、福祉・職業等私

たちを取り巻く諸問題について討議し、視覚障害者

の自立と社会参加の促進を図ることを目的として開

催するものです。 

【主催】日本視覚障害者団体連合 

宮城県視覚障害者福祉協会 

【会期】令和２年６月１４日(日)～６月１６日(火) 

【会場】仙台サンプラザ(会議・宿泊) 

プラザホール(交流会・式典) 

住所：宮城県仙台市宮城野区榴岡５丁目１１－１ 

TEL：022-257-3333 

【大会事務局】宮城県視覚障害者福祉協会 

住所：宮城県仙台市宮城野区幸町４丁目６－２ 

   宮城県障害者福祉センター内 

TEL：022-257-2022

第７３回 全国視覚障害者福祉大会 

（宮城大会）のご案内 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本視覚障害者団体連合は視覚障害者自身の手で、

＜自立と社会参加＞を実現しようと組織された視覚障

害者の全国組織です。 

 1948年（昭和23年）に全国の視覚障害者団体（現

在は、都道府県・政令指定都市61団体が加盟）で結成

され、国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定

に際し、当事者のニーズを反映させるため、陳情や要

求運動を行っています。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な

経費の確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維

持していくため、皆様からの特段のご厚志を賜ります

よう、何とぞ宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 

 記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

 加入者名 社会福祉法人  日本視覚障害者団体連合 

■みずほ銀行 
 店名 高田馬場支店 

 預金種目 普通  口座番号 ２８６８１０１ 

 カナ氏名（受取人名） 

フク）ニホンシカクショウガイシャダンタイレンゴウ 

※領収証が必要な方、本連合が振り込み手数料を負担する専用の振込用紙をご

希望の方は、日本視覚障害者団体連合までご連絡ください。 

（電話：03－3200－0011） 
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